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 「mPLAT」は、「Senju Family」をベースにした、SaaS型運用基盤サービスです

mPLAT のラインナップ

ITサービスマネジメント領域

mPLAT/SMP
（IT Service 

Management Platform）

ITILプロセスを実現するサービスデスク基盤サービス
シェアNo.1のサービスデスクツールをSaaS型で提供

mPLAT/IWC
(ITSM Watch Center)

サービスデスクに蓄積された情報をNRIのITサービスマ
ネージャが分析し、継続的に運用改善を支援

mPLAT/AEC
(Auto Event Call)

監視ツールが検知したアラートを連絡網に従って自
動電話にて通知、チケットや対応結果を自動登録

mPLAT/MDV
(Monitoring 

Dashboard View)

システム運用の状況を可視化するダッシュボードサー
ビス、職責ごとに必要な人に必要な情報を提示

システムマネジメント領域

mPLAT/SOP
（Self Operation Platform）

監視、ジョブ、キャパシティ管理等、運用に必要な機
能をSaaS型で提供。ランブックオートメーション等の
自動化機能も充実。各種クラウド連携機能も提供

mPLAT/DOP
（DevOperation Platform）

開発担当者が本番環境にアクセスせずに、システム
情報を把握。適切な統制/セキュリティを確保しつつ
スピーディな対応を実現

システム利用者 外部ベンダー 開発担当 運用担当

通知 統制 プロセス

NRI

監視/運用

オンプレミス プライベートクラウド パブリッククラウド

SMP
IT Service
Management 
Platform

IWC
ITSM Watch 
Center

AEC
Auto Event 
Call

MDV
Monitoring 
Dashboard 
View

運用分析・改善 自動通知 ダッシュボードインシデント管理

SOP Self Operation Platform

ランブックオートメーション キャパシティ

モニタリング ジョブスケジュール

DOP
DevOperation
Platform

開発と運用の連携

運用

支援
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サービスのねらい
mPLAT/AECのご紹介

mPLAT/AEC（Auto Event Call）は、オンプレミス、クラウドを問わず、地理的、ネットワーク的に離れたシス
テムのイベントを一元管理し、通知業務を自動化します。

mPLAT/AECに、メールを送信することで、事前にユーザー側で設定した宛先に対して自動で電話をかけること
ができます。また、通知先の管理、通知順番の管理（連絡網の管理）も行うことができます。

連絡先、連絡網は、WEBインターフェイスにより、ユーザーがセルフで管理することが可能です。

通知を自動化するだけではなく、イベント管理から、インシデント管理までを行うことができます。インシデントの
発生からクローズまで、必要な全ての情報をmPLAT上に蓄積することで、対応状況の共有や可視化、インシ
デント対応迅速化、ナレッジの蓄積および活用が可能となります。
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mPLAT/AECサービス提供イメージ
mPLAT/AECのご紹介

 運用管理ツールが送信するメールをトリガに自動で電話発信
 電話連絡網の設定、管理が可能
 インシデントチケット自動登録、対応結果の自動登録が可能
 オンプレミス／クラウド問わず利用可能

インシデント発生時の
通知業務を自動化

オンプレミス

クラウド

ご担当者1 ご担当者2 ご担当者3

AWS

運用管理ツール

運用管理ツール 電話連絡網管理機能 インシデント管理機能

応答結果を自動で登録

事前登録された連絡網に
沿って順番に」発信

応答結果を
メールでも送信

Internet
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mPLAT/AECサービス機能一覧（ベース）
mPLAT/AECのご紹介

自動電話通知  メールトリガにより、事前に定義した連絡先に電話による通知が可能です。
 50連絡先が含まれます。

連絡先＆
連絡網管理機能

 連絡先、連絡網をWEBインターフェイスで管理することが可能です。
 連絡網の変更は、承認フローを用いて、正式に承認されたものだけを有効とすることが可能
です。

 通知先の連絡網は、インシデントの発生日時を元にmPLATが適切な連絡網を自動で選
択します。

 ユーザーは日時によって使用する連絡網を選択する必要が無くなります。

インシデント管理機能
 メールトリガにより、インシデントのチケットを自動起票します。
 さらに自動電話の対応情報も自動で追記されます。
 ユーザーアカウントは、固定ユーザー10アカウントまたは、同時接続ユーザー5アカウントの
どちらかが含まれます。

初期構築サポート 運用基盤及びネットワーク環境の初期構築サービス

維持管理サポート 運用基盤の障害対応、パッチ適用、バージョンアップ等のサービス

問い合わせ窓口 運用基盤の利用方法や不具合に対する問い合わせサポートサービス

教育サポート 運用基盤を利用するうえでの各種教育支援サービス

機能一覧 機能概要
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mPLAT/AECサービス機能一覧（オプション）
mPLAT/AECのご紹介

連絡先拡張  電話連絡先の登録数を拡張します。

同時一斉発信オプション  連絡網の連絡方式で、「登録者に一斉電話連絡」を利用可能にします。

追加インシデント管理ユーザ
 インシデント管理機能を利用可能なユーザーアカウントを拡張します。
 1ユーザー単位で固定ユーザーアカウントまたは、同時接続ユーザーアカウントを追加可
能です。

音声カスタマイズ
 自動電話で流れるメッセージ音声をお客様のご要望に応じてカスタマイズ可能に致しま
す。

 音声は連絡網単位で切り換えることが可能です。

フィルタリングカスタマイズ
 お客様のご要件に応じて、フィルタリング機能をカスタマイズ致します。
 システム別やノード別、発生障害種別に連絡先を切替えたり、複数のメッセージを元にし
た連絡先判定または通知抑止などが可能です。

機能一覧 機能概要
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連絡先管理
ご利用イメージ①

連絡網一覧画面

有効日時を指定することで、
インシデント発生時に

mPLATが自動で
適切な連絡網を判定

承認済みの連絡網のみが
有効扱いとなる

最大10人まで
登録可能

繰返し連絡も
可能

連絡網詳細画面
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自動電話処理の実行
ご利用イメージ②

メール連携による実行 オペレーションによる実行

メールの所定フォーマット内容に
電話連絡網の「連絡網名称」
を指定してメールを送信

当該インシデントの電話連絡網を
登録。チケット登録後、自動電話
ユーザー宛にエスカレーションを実施
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インシデント管理
ご利用イメージ③

自動的にインシデントチケットが起票される

電話応対情報が自動で追加されるため、
外出先や、自宅からでも対応状況の確認が可能

（メール通知も可能）

事象発生から受付までに要した時間も
自動で計算されて入力されるため、
インシデント対応時間の改善が可能

インシデント管理画面
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株式会社QUICK様
導入事例

 24時間365日提供し続ける約300のサービス、サーバ数千台
の運用負担を軽減

 10分かかっていた電話連絡を２～３分に短縮

 特に深夜帯での肉体的、精神的負担を軽減

 可変長メッセージの読み上げ機能を追加

 厳格な個人情報管理が採用のポイント
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株式会社インテック様
導入事例

 「働き方改革」と「オペレータの人材確保」への対策を検討

 約50台のサービス基盤機器類の監視イベント通知を自動化

 夜間を含め1日約10～15件のインシデントコール発生

 夜間対応をはじめとするオペレータの心理的負荷を軽減

 自動通知の先の一次対応の自動化にも取り組む
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